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長
崎
大
学
で
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
m
B
S
L
I
4
m
致

死
性
ウ
イ
ル
ス
研
究
施
設
。
病
原
体
が
漏
れ
出
す
危
険
性
だ

け
で
な
く
、
こ
の
施
設
は
、
生
物
兵
器
開
発
に
連
動
す
る
の
で

は
と
い
う
疑
念
も
持
た
れ
て
い
る
。
か
つ
て
細
菌
兵
器
開
発
の

た
め
人
体
実
験
ま
で
行
っ
た
7
3
1
部
隊
と
長
崎
大
の
関
係

を
暴
き
な
が
ら
、
硬
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
深
層
に
迫
る
。

－
　
長
崎
大
学
は
な
ぜ
、

バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル

B
 
S
 
L
 
I
4
施
設
を
市

街
地
の
真
ん
中
に
あ
る
坂
本
キ

ャ
ン
パ
ス
に
建
設
す
る
の
か
。

地
域
住
民
た
ち
が
抱
く
当
然
の

疑
問
に
、
大
学
側
の
広
報
資
料

は
大
要
こ
う
答
え
て
い
る
。

①
B
S
L
I
4
施
設
が
機
能
を

発
揮
で
き
る
立
地

・
安
定
し
た
イ
ン
フ
ラ
　
（
上
下

水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
）
　
の

供
給
／
研
究
用
資
材
の
入
手
や

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
修
理

が
容
易
／
坂
本
に
は
感
染
症
の

専
門
家
が
1
5
0
人
程
度
在

籍
。
関
連
学
問
領
域
の
専
門
家

も
多
数
／
共
同
実
験
施
設
・
設

備
（
大
型
解
析
装
置
や
動
物
の

繁
殖
な
ど
）
　
の
活
用

②
施
設
の
安
全
な
運
営
に
と
っ

て
最
も
適
切
な
地

・
地
形
・
天
候
・
大
学
本
部
や

警
察
署
、
消
防
署
等
の
重
要
施

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

斎
藤
寅
男

設
と
の
　
「
連
絡
線
」
　
の
安
定
的

な
維
持
に
不
可
欠
な
道
路
等
、

必
須
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

③
大
学
病
院
に
「
第
一
種
感
染

症
病
床
」
が
あ
る
（
略
）
　
－

調
漸
・
学
長
特
別
補
佐

（
6
3
）
　
の
説
明
を
聞
い
た
。

「
離
島
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
難
し
い
。

B
S
L
I
4
は
、
日
本
に
病
気

が
入
っ
て
き
た
時
の
守
り
の
ピ

ー
ス
。
感
染
症
と
の
闘
い
は
時

間
と
の
闘
い
だ
。
風
が
強
い
、

波
が
高
い
か
ら
動
け
な
い
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
個

人
的
に
は
（
街
か
ら
）
離
れ
た
と

こ
ろ
で
コ
ソ
コ
ソ
と
、
で
は
な

く
、
衆
人
環
視
の
下
で
堂
々
と

研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

調
氏
の
専
攻
は
神
経
内
科
学

で
、
長
崎
大
感
染
症
共
同
研
究

拠
点
（
後
述
）
　
の
副
拠
点
長
で

も
あ
る
。
1
9
9
0
年
代
初
め

は
米
国
立
衛
生
研
究
所
（
N
I

H
）
　
で
客
員
研
究
員
だ
っ
た
。

B
S
L
1
4
の
当
事
者
中
の
当

事
者
だ
。
こ
こ
で
言
う
ク
イ
ン
フ
ラ
〟

に
は
、
大
学
側
の
基
盤
や
連
携

体
制
も
含
ま
れ
る
。
立
派
な
も

の
だ
が
、
坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の

好
条
件
は
他
の
医
療
機
関
を
圧

倒
し
て
い
る
、
と
い
う
ほ
ど
で

も
な
い
。
安
田
二
期
・
、
感
染
症

共
同
研
究
拠
点
B
S
L
I
4
施

設
設
置
準
備
室
長
（
熱
帯
医
学

研
究
所
新
興
感
染
症
学
分
野
・

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

教
授
）
　
の
話
。

「
①
の
1
5
0
人
と
い
う
の

は
、
現
在
の
長
崎
大
で
感
染
症

に
関
わ
っ
て
い
る
医
療
従
事
者

全
員
の
数
字
で
す
。
研
究
者
に

限
る
と
1
0
人
く
ら
い
。
他
大
学

と
の
共
同
研
究
も
あ
り
ま
す
が
、

実
験
室
の
中
で
同
時
に
働
け
る

の
は
最
大
で
1
2
人
で
す
。
他
に

警
備
や
世
話
係
の
人
た
ち
も
合

わ
せ
て
、
コ
ア
な
ス
タ
ッ
フ
は

0
0
人
種
度
に
な
り
そ
う
で
す
」

③
の
「
第
一
種
感
染
症
病
床
」

は
、
昨
年
5
月
の
集
計
で
全
国

5
4
医
癒
機
関
で
合
計
1
0
1

床
。
厚
生
労
働
省
は
こ
こ
数
年
、

感
染
症
予
防
法
が
一
類
感
染
症

に
分
類
し
て
い
る
危
険
な
7
病

（
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
天
然
痘
、

南
米
出
血
熱
、
ペ
ス
ト
、
ラ
ツ

サ
熱
な
ど
）
　
の
患
者
を
収
容
・

治
療
で
き
る
医
療
機
関
の
指
定

を
拡
大
し
て
お
り
、
長
崎
大
病

院
は
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
よ
り
高

度
な
　
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療

機
関
」
　
も
、
国
際
空
港
の
付
近

な
ど
全
国
に
4
医
療
機
関
が
あ

る。
安
田
教
授
が
続
け
た
。

「
B
S
L
I
4
施
設
は
、
全
国

の
9
大
学
（
長
崎
の
他
に
北
海

道
、
東
北
、
東
京
、
慶
應
義
塾
、

東
京
医
科
歯
科
、
大
阪
、
神
戸
、

九
州
）
に
よ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

体
制
で
運
営
さ
れ
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
国
内
の
研
究
者
だ
け
で

キ
ャ
パ
は
い
っ
ぱ
い
。
海
外
の

方
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ

ク
が
難
し
い
の
と
、
第
一
に
日

本
の
た
め
の
施
設
だ
か
ら
で
す
」

＼
」
”
L
i
・
・
i
l
t
l
m
e
t
i
S
S
L
S
l

偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

の
見
方
は
早
計
だ
。
テ
ロ
の
恐

怖
に
怯
え
て
い
る
先
進
諸
国
は

近
年
、
外
国
人
研
究
者
の
B
S

L
I
4
施
設
へ
の
受
け
入
れ
を

忌
避
し
た
が
っ
て
お
り
、
日
本

の
研
究
者
は
、
活
躍
の
場
が
狭

ま
る
一
方
ら
し
い
。

長
崎
大
と
7
3
1
部
隊
の
深
い
関
わ
り

話
は
1
2
年
前
に
遡
る
。
「
高

度
安
全
実
験
（
B
S
L
－
4
）

施
設
を
必
要
と
す
る
新
興
・
再

興
感
染
症
対
策
に
関
す
る
調
査

研
究
」
　
は
2
0
0
7
年
9
月
、

内
閣
府
が
助
成
す
る
「
科
学
技

術
振
興
調
整
費
」
　
の
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
に
選
ば
れ
た
。
件
の
9

大
学
と
熊
本
県
の
ワ
ク
チ
ン
メ

ー
カ
ー
・
化
学
及
血
清
療
法

研
究
所
（
化
血
研
）
　
に
よ
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
組
ま
れ
て
設

置
形
態
そ
の
他
の
具
体
的
な
構

想
が
詰
め
ら
れ
、
最
終
的
に
長

崎
大
で
の
立
地
が
決
定
。
1
5
年

に
製
造
工
程
の
不
正
が
発
覚

し
、
製
薬
事
業
か
ら
撤
退
し
た

化
血
研
は
、
離
脱
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

長
崎
大
で
計
画
を
牽
引
し
た

片
峰
茂
・
前
学
長
（
6
8
、
ウ
イ

ル
ス
学
）
　
に
会
っ
た
。
こ
の
件

の
取
材
を
始
め
た
ば
か
り
の
、

昨
年
5
月
の
こ
と
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
長
崎
大
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
原
爆

の
焼
け
野
原
か
ら
再
興
し
て
き

た
大
学
の
歩
み
を
、
地
域
の

方
々
に
も
、
ぜ
ひ
共
有
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。
僕
ら
は
み
ん
な
、

リ
ス
↓
ク
の
中
で
生
き
て
い
ま

す
。
今
の
最
大
の
リ
ス
ク
は
感

染
症
。
私
た
ち
は
職
責
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。
長
崎
大
に
は

そ
れ
だ
け
の
能
力
が
あ
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
」

科
学
者
ら
し
い
、
だ
が
き
わ

ど
い
発
言
だ
。
実
際
に
も
片
峰

氏
は
、
嶋
年
9
月
、
住
民
説
明

会
で
同
様
の
話
を
し
て
、
「
原

爆
を
乗
り
越
え
た
の
だ
か
ら
、

エ
ボ
ラ
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
」

と
い
う
意
味
か
と
非
難
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

長
崎
は
鎖
国
下
の
江
戸
時
代

で
も
唯
一
、
外
に
開
か
れ
た
港

町
だ
っ
た
。
ゆ
え
に
コ
レ
ラ
や

天
然
痘
な
ど
海
外
の
感
染
症
の

侵
入
経
路
と
な
り
、
日
本
に
お

け
る
西
洋
医
学
の
診
療
所
の
発

祥
の
地
と
も
な
っ
た
。
長
崎
大

の
前
身
・
長
崎
医
科
大
に
東
亜

風
土
病
研
究
所
が
創
設
さ
れ
た

の
が
日
中
戦
争
さ
な
か
の
1
9

4
2
　
（
昭
和
1
7
）
年
。
戦
後
は

風
土
病
研
究
所
と
改
称
さ
れ
て

五
島
や
壱
岐
、
対
馬
な
ど
長
崎

の
離
島
に
蔓
延
す
る
風
土
病
の

制
圧
を
進
め
、
6
7
年
に
熱
帯
医

学
研
究
所
（
熱
研
）
へ
と
改
組
。

ケ
ニ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
に
も
研
究

拠
点
を
擬
し
て
、
熱
帯
地
方
の
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感
染
症
研
究
と
医
療
支
援
で
実

績
を
重
ね
て
き
た
。

片
峰
氏
が
　
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
胸
を
張
る
根
拠
だ
。
以
上
の

沿
革
は
ー
、
文
部
科
学
省
に
提
出

す
る
「
恒
己
点
検
・
評
価
報
告

書
」
に
も
明
記
さ
れ
て
き
た
。

∴
」
の
1
月
末
の
建
設
着
工
時

に
は
、
施
設
の
完
成
は
2
0
2

1
年
7
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い

る
。
B
S
L
ト
4
施
設
は
長
崎
．

大
の
生
き
残
り
戦
略
の
要
な
の

で
あ
る
。
だ
が
歴
史
に
は
光
が
あ
れ
ば

影
も
あ
る
。
大
陸
の
感
染
症
を

研
究
対
象
と
し
た
東
亜
風
土
病

研
究
所
に
は
7
3
1
部
隊
（
関

東
軍
防
疫
給
水
都
本
部
）
を
は

じ
め
と
す
る
細
菌
戦
部
隊
の
関

係
者
が
多
Y
出
入
り
し
て
い
た
。

そ
の
事
実
は
軍
人
恩
給
支
給

の
た
め
の
　
「
留
守
名
簿
」
　
（
1
8

年
に
西
山
勝
夫
・
滋
賀
医
科
大

名
誉
教
授
が
全
2
冊
の
『
留
守

名
簿
関
東
軍
防
疫
給
水
部
』

を
不
二
出
版
か
ら
復
刻
）
な
ど

で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
部
隊
長
だ
っ
た
石
井
四
郎
を

出
し
た
京
大
や
、
東
大
な
ど
の

旧
帝
大
は
と
も
か
く
、
地
方
の

医
科
大
学
で
は
最
も
関
わ
り
が

深
か
っ
た
の
で
は
」
と
指
摘
す

る
の
は
、
長
崎
大
陸
学
部
の
出

身
で
、
「
現
代
医
療
を
考
え
る

会
」
の
代
表
で
も
あ
る
脳
神
経

外
科
医
の
山
口
研
一
郎
氏

（
7
1
）
だ
。
ま
た
片
峰
氏
の
4

代
前
の
学
長
だ
っ
た
故
・
土
山

秀
夫
氏
（
病
理
学
）
　
は
後
年
、

ま
だ
助
教
授
だ
っ
た
1
9
6
8

年
ご
ろ
に
ク
A
先
生
ク
が
唐
突

に
語
っ
た
と
い
う
体
験
談
を
基

に
、
科
学
者
の
自
戒
を
綴
っ
て

い
る
。
A
先
生
は
京
大
の
先
輩

に
誘
わ
れ
て
満
州
に
渡
っ
た
の

だ
と
し
て
、

（
折
し
も
内
地
の
医
学
部
で

は
、
戦
時
体
制
の
た
め
に
予
算

や
人
員
が
極
度
に
不
足
し
、
満

足
な
研
究
を
遂
行
す
る
の
は
難

し
い
状
況
だ
っ
た
。
「
満
州
の

研
究
所
に
行
け
ば
ふ
ん
だ
ん
に

予
算
が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
に
対
し
て
十
分
な
資
材
も

提
供
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
本
人

の
地
位
に
応
じ
て
陸
軍
技
師
と

な
れ
ば
兵
役
に
就
か
な
く
て
も

よ
い
」
　
…
i
」
れ
だ
け
の
条
件

を
示
さ
れ
れ
ば
、
多
く
の
研
究

者
が
食
指
を
動
か
し
た
の
も
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
（
中
略
）

（
A
先
生
の
）
た
だ
「
ぼ
く
に

と
っ
て
、
そ
こ
は
極
楽
と
地
獄

が
同
居
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
」
と
の
言
葉
に
正
直
な

感
情
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

に
思
う
）
　
（
「
7
3
1
部
隊
が
医

学
に
問
い
か
け
る
も
の
」
『
メ

デ
ィ
カ
ル
朝
日
』
1
9
9
5
年

8
月
号
）
極
楽
と
は
内
地
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
好
待
遇
、
地
獄
と
は

細
菌
兵
器
の
開
発
と
人
体
実
験

の
日
々
。
な
お
土
山
氏
は
長
崎

原
爆
の
被
爆
者
で
、
日
本
の
核

廃
絶
運
動
を
理
論
と
行
動
の
両

面
で
支
え
た
人
物
で
あ
る
。
私

も
生
前
に
お
会
い
し
た
が
、
実

に
真
撃
で
誠
実
な
方
だ
っ
た
。

、

　

　

　

・

　

　

∵

、

i

－

‥
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1

　

－

－

福
見
元
学
長
の
名
前
が
C
I
A
フ
ァ
イ
ル
に

も
っ
と
も
、
長
崎
大
が
7
3

1
部
隊
と
の
関
係
で
取
り
沙
汰

さ
れ
や
す
い
の
は
、
む
し
ろ
戦

後
も
続
い
て
い
た
人
脈
に
よ

る
。
1
9
6
0
年
代
の
風
土
病

研
究
所
長
を
国
立
予
防
衛
生
研

究
所
の
細
菌
部
長
と
兼
務
し
、

0
0
年
か
ら
8
4
年
に
か
け
て
は
学

長
ま
で
務
め
た
故
・
福
見
秀
雄

氏
の
存
在
が
大
き
い
。
「
学
童

防
波
提
論
」
を
唱
え
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
を
推
進
し
た
男
。
戦
時
中
は

東
京
帝
大
附
属
伝
染
病
研
究
所

や
陸
軍
軍
医
学
校
防
疫
研
究
室

に
い
た
彼
は
ま
ざ
れ
も
な
く
7

3
1
の
関
係
者
だ
と
、
幾
多
の

報
告
が
名
指
し
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
活
動
内
容
は
必
ず
し

も
詳
ら
か
で
な
い
。

た
だ
し
、
と
加
藤
哲
郎
・
一

橋
大
名
誉
教
授
（
7
2
、
政
治
学
、

現
代
史
）
が
指
摘
す
る
。
7
3

1
研
究
の
第
一
人
者
だ
。

「
米
C
I
A
が
戦
後
作
成
し
た

日
本
人
3
1
人
の
フ
ァ
イ
ル
に
、

細
菌
戦
関
係
で
は
石
井
四
郎
と

こ
の
福
見
だ
け
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
米
公
文
書
館
で
確

認
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
彼
の

フ
ァ
イ
ル
は
他
の
日
本
人
と
違

い
、
な
ぜ
か
保
存
さ
れ
て
い
る

情
報
量
が
極
端
に
少
な
い
。
で

す
か
ら
福
兄
は
C
I
A
の
手
先

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
だ
と
は
断
言
で
き
な

い
の
で
す
。
何
を
し
で
か
す
か

わ
か
ら
な
い
要
注
意
人
物
と
し

て
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

福
見
氏
の
愛
弟
子
に
故
・
長

瀧
重
信
、
孫
弟
子
に
山
下
俊
一

（
6
7
、
内
分
泌
学
）
　
の
元
教
授

た
ち
が
い
る
。
い
ず
れ
も
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
健
康

調
査
で
名
を
馳
せ
だ
が
、
山
下

氏
は
2
0
1
1
年
に
福
島
第
1

原
発
事
故
が
発
生
し
た
際
、

「
こ
れ
か
ら
福
島
と
い
う
名
前

は
世
界
中
に
知
れ
渡
り
ま
す
。

も
う
、
広
島
・
長
崎
は
負
け
た
。

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
　
「
放
射

線
の
影
響
は
、
実
は
ニ
コ
ニ
コ

“
．
∵
完
。
瞥
〝
中
高
購
高
月
∵
＿
馬
絹
鍋
尉
確
報
l
高
軍
規
聞
物
欄
油
虻
欄
虻
凋
慾
淵
　
1
月
、

笑
っ
て
る
人
に
は
来
ま
せ
ん
。

ク
ヨ
ク
ヨ
し
て
る
人
に
来
ま
す
」

と
発
言
し
て
聾
壁
を
買
い
、

有
名
に
な
っ
た
。
現
在
は
福
島

県
立
医
大
の
副
学
長
だ
。

長
崎
大
の
B
S
L
－
4
施
設

は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
地

域
住
民
は
猿
反
対
し
て
い
る
。

だ
が
大
学
と
政
府
は
彼
ら
の
声

な
ど
も
の
と
も
し
な
い
姿
勢
で

い
る
。
長
崎
市
内
に
は
無
関
心

を
決
め
込
む
層
や
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
し
て
歓

迎
す
る
向
き
も
少
な
く
な
い
。

設
置
準
備
室
長
の
安
田
氏

は
、
「
経
済
効
果
云
々
は
ま
だ

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
参
入
が
あ

る
に
し
て
も
、
特
定
の
企
業
な

の
か
、
複
数
が
い
い
の
か
の
検

討
も
こ
れ
か
ら
」
と
言
っ
た
。

約
8
カ
月
前
に
は
、
前
出
の
片

峰
元
学
長
が
、
「
施
設
の
建
設

に
は
0
0
億
～
卯
億
円
は
か
か
り

ま
す
か
ら
、
民
間
資
金
の
導
入

を
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ア
フ

リ
カ
を
は
じ
め
途
上
国
の
研
究

者
も
集
め
て
教
育
で
き
る
の
が

理
想
で
す
」
　
と
語
っ
て
い
た
。

慎
重
に
船
出
し
て
、
い
ず
れ
大

き
く
育
て
た
い
意
向
の
よ
う

だ。
長
崎
大
は
近
年
、
産
学
協
同

の
事
業
展
開
に
躍
起
で
あ
る
。

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
へ
の
動

さ
が
目
白
押
し
。
富
士
フ
イ
ル

ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
3
月

に
市
内
で
開
設
す
る
人
工
知
能

（
A
I
）
技
術
の
開
発
研
究
拠

点
と
連
携
す
る
こ
と
も
、
こ
の

ほ
ど
決
ま
っ
た
。

言
　
　
　
・
、
i
・
．
、
・
．
．

生
物
兵
器
が
国
策
と
さ
れ
る
時
代
が
来
た
ら
？

そ
こ
で
詞
氏
に
水
を
向
け
る

と
、
彼
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
教
え
て
く
れ
た
。

「
富
士
フ
イ
ル
ム
の
古
森
重
隆

会
長
は
長
崎
の
出
身
で
、
私
と

も
高
校
の
同
窓
な
ん
で
す
。
先

日
お
会
い
し
た
際
、
会
長
は
、

5
年
ほ
ど
前
、
ク
ペ
ン
タ
ゴ
ン

が
1
2
0
億
円
持
っ
て
や
っ
て

き
た
〟
と
言
わ
れ
た
。
同
社
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
『
ア
ビ
ガ

ン
』
が
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
効

き
そ
う
だ
と
い
う
の
で
、
3
∵
0

0
0
人
の
海
兵
隊
員
向
け
に
送

っ
て
あ
げ
た
と
か
。
本
当
に
特

効
薬
に
で
き
る
か
、
フ
ラ
ン
ス

で
共
同
研
究
も
し
て
み
た
が
、

人
間
に
効
く
か
ど
う
か
ま
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
」

写
真
フ
ィ
ル
ム
で
培
っ
た
精

密
化
学
技
術
を
生
か
し
た
医
薬

品
の
開
発
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム

の
お
家
芸
だ
。
関
連
会
社
を
感

染
症
に
定
評
が
あ
っ
た
富
山
化

学
と
経
営
統
合
さ
せ
て
も
い

る。
青
森
会
長
は
I
R
東
海
の
葛

西
敏
之
名
誉
会
長
ら
と
と
も
に

安
倍
晋
三
首
相
を
囲
む
財
界
人

の
集
ま
り
「
さ
く
ら
会
」
の
有
力

メ
ン
バ
ー
。
B
S
L
I
4
施
設

の
関
係
で
も
、
案
外
こ
の
あ
た

り
が
本
命
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
「
ペ

ン
タ
ゴ
ン
」
　
の
関
心
と
い
う
の

が
気
に
な
る
。
7
3
1
部
隊
の

亡
霊
は
、
ど
こ
ま
で
も
離
れ
て

い
っ
て
は
く
れ
な
い
の
か
。

長
崎
大
に
は
「
軍
事
へ
の
寄

与
を
目
的
と
す
る
研
究
は
受
け

入
れ
の
対
象
と
し
な
い
」
と
の

内
規
が
あ
る
。
防
衛
省
に
よ
る

近
年
の
公
募
制
度
に
も
応
募
を

見
合
わ
せ
る
よ
う
学
内
の
研
究

者
に
通
達
済
み
だ
。
「
だ
か
ら
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
、
私
が

取
材
し
た
誰
も
が
口
を
揃
え
た
。

そ
れ
で
も
、
片
峰
氏
は
私
に

話
し
て
く
れ
て
い
た
。

「
も
し
も
生
物
兵
器
が
国
策
と

さ
れ
る
時
代
が
来
た
ら
、
そ
の

時
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
危
険

な
の
は
ウ
イ
ル
ス
だ
け
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
。
A
I
だ
っ
て
、
何

だ
っ
て
同
じ
で
し
ょ
う
。
今
は

将
来
の
リ
ス
ク
よ
り
も
、
目
の

前
の
リ
ス
ク
に
目
を
向
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
な
ん
で
す
」

科
学
と
は
両
刃
の
剣
で
あ

る
。
人
も
し
か
り
。

熱
所
の
元
所
長
を
父
に
持
つ

片
峰
氏
は
前
出
・
土
山
元
学
長

の
教
え
を
受
け
て
「
核
兵
器
廃

絶
研
究
セ
ン
タ
ー
」
　
の
設
立
に

尽
力
し
、
旧
長
崎
医
大
で
被
爆

者
の
救
護
に
活
躍
し
た
男
の
孫

り
す
∴
砿
州
当
日
誹
欄
間
標
高
胸
高
周
何
周
は
田
畑
胸
相
川
網
判
部
で
癖
．
寄
席
†
i
l
叫

に
当
た
る
調
氏
は
、
同
セ
ン
タ

ー
を
も
担
当
し
て
い
る
。

謂
氏
の
祖
父
と
と
も
に
活
動

し
た
人
々
に
も
、
触
れ
た
か
っ

た
が
、
も
は
や
紙
数
が
尽
き
た
。

土
山
元
学
長
の
エ
ッ
セ
イ
に

は
続
き
が
あ
っ
た
。

（
こ
う
見
て
く
る
と
、
7
3
1

部
隊
に
所
属
し
た
医
師
た
ち
の

ほ
と
ん
ど
は
、
平
時
で
あ
れ
ば

大
学
や
研
究
所
で
医
学
に
打
ち

込
む
熱
心
な
学
究
の
徒
で
あ

り
、
社
会
的
に
も
相
応
の
常
識

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
人
た
ち

で
あ
っ
た
ろ
う
。
（
中
略
）
果

た
し
て
彼
ら
の
行
為
は
、
戦
時

中
と
い
う
特
殊
な
環
境
下
に
あ

っ
た
の
だ
か
ら
仕
方
な
か
っ
た

と
す
る
ク
環
境
悪
諭
ク
だ
け
で

片
付
け
得
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
改
め
て
こ
の
点
を
深

く
掘
り
下
げ
て
考
え
な
い
限

り
、
今
後
再
び
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
す
可
能
性
が
皆
無
だ
と
は

言
え
な
い
と
思
う
）

先
人
を
嘆
か
せ
て
は
い
け
な

い
。
権
力
へ
の
懐
疑
は
、
誰
に

と
っ
て
も
責
務
で
あ
る
。


